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教育目標「自分から学ぶ子 広い心の子 じょうぶなからだの子」 

心とからだが健康で何事にも進んでとりくむ子どもの育成 

学校課題（今年度の育成を目指す具体的な子供像） 

「成長するための努力を続けることを通して 

自分自身の可能性を大いに拡げ 

自己実現を図る子供の育成」 

 

 

  

 

【保護者・家庭との協働】 

１．子供の育成について，学校との共通認

識に立ち，協働していく。 

２．子供を支え，自ら困難を乗り越えてい

く力を育んでいく。（子供の自己解決力

の向上） 

３．生活に必要な規則やマナーを身につけ

させ，社会性を育成していく。 

【景雲中学校区目指す大人像】 

１． 主体性：常に向上心をもって，学び続け

ようとする大人 

２． 自主・自立：自分の言動に責任をもち， 

的確な判断で自己決定できる大人 

３． 協調性・多様性・柔軟性：自他ともに大

切にし，様々な違いを受容・尊重でき

る大人  

 

 
相 手 意 識 

１．相手の気持ちを想像することで，自身のとる

べき言動を考え，実践する。 

２．相手と意思疎通を図り，共感や敬意，感謝

する思いを持ち，よい関係を築く。 

３．TPO を考えて，その場に合った行動をと

る。 

４．挨拶等を通して，コミュニケーション能力を

高めていく。 

５．公共施設や物品は，不特定多数の人が利

用することを考えて，使用する。 

 

 

 

 

自主性＋α 

１．自分に与えられた役割を進んで遂行し，効果

等を考えて工夫していく。 

２．自分で学習の取組を行うとともに，自分に合

った学習方法を工夫していく。 

３．機会を捉えて自己選択・自己決定を行って

いく。 

４．常にチャレンジ精神を持って，課題解決に取

り組んでいく。 

５．失敗も修正力・改善力を発揮して，前進して

いく。 

 

 

 

自己調整力 

１．感情に流されないように，自分で気持ちを

コントロールしながら，落ち着いた生活を心

がける。 

２．善悪の判断を行い、正しく行動する。 

３．自己理解を図り，ＰＤＣＡサイクルを自ら回

していく。 

４．目標設定の意図を理解し，達成に向けた努

力を継続していく。 

５．成功・失敗体験を重ねて，精神的な強さを

持てるようにする。 

 

【教務部の重点目標】 

□読書に進んで取り組めるような朝読書の徹底や読書を生活習慣

の一部にするなどの取組を通して，読書率の向上を目指す。 

（読書活動） 

□生活リズムチェックを年３回行い，個人の結果や学年の傾向や

対策等を家庭に周知・啓発することを通して，学校と家庭が連

携して望ましい生活習慣を確立することを目指す。（生活習慣） 

□協力してよいものを作り出し発表することを通して，互いのよ

さを認め合い，自己肯定感を高めて活動への意欲を持たせるこ

とを目指す。（文化活動） 

□委員会活動やクラブ活動で作成したものや活動の様子がわかる

ものを掲示する活動を通して，児童の自主性を高め，豊かな心

情を育むことを目指す。（掲示活動） 

【生徒指導部の重点目標】 

□相手の気持ちを想像しながら，学校のためになる取り組みを

考える児童会活動を通して，相手意識と自主性を育む。 

（児童会活動） 

□生徒指導研修を通して，児童が自己理解し，粘り強さを持て

るような指導の推進に努める。（研修） 

 

【授業改善部の重点目標】 

□教師が目指す児童の姿を明確にし，児童の実態に合う授業づく

りを行うことを通して，協働的に学びながら自己調整を図り，

各教科の資質・能力を身につけていく児童の育成を目指す。 

（授業改善） 

□児童の実態と各教科のニーズに合った課題解決型の研修を行う

ことを通して，自己の課題と向き合いながら実践・改善を繰り

返すことで，日常の授業の質的向上を目指す。（研修内容） 

□各教科の指導やＩＣＴ活用等，今求められる力に合った研修 

の企画・運営，研修会の周知を通して，教員としての資質能

力の向上を目指す。（教員の資質能力向上への取組） 

□学習規律を振り返るアンケートを定期的に行い，学級や個人

の姿を数値として振り返り，改善を促すことを通して，学び

の基盤を整えることを目指す。（学習規律） 

 【保健体育部の重点目標】 

□体育の授業を通して，運動の楽しさや喜びを味わうとともに，    

自己の体力向上を目指し，主体的に運動に取り組もうとする 

態度を育てる。（体育） 

□体力づくりの取組を通して，基礎的な運動技能を身につけな 

がら，運動能力の向上を目指す。（体力づくり） 

□よりよい健康な体づくりを推進するため，家庭との連携を図

る。（家庭への啓発） 

～釧路管内教育の重点～ 

【自立】学びを，子どもとつくる 

【挑戦】安心して挑戦できる，学校をつくる 

【共生】学びから，未来をつくる 

～釧路市教育行政方針～ 
・確かな学力の確立（小中連・ICT・ 

授業評価・ふるさとキャリア） 

・豊かな心の育成（いじめ防止・不登校

対応）  

・健やかな体の育成（生活習慣・防災） 

思考力・判断力・表現力・言語活用力の向上を通して，高めていく 

 

学
年
・学
級
経
営 

１．教育的愛情 

①子供理解に努め，子供との信頼関係を築く。 

②決して子供を見放さず，その可能性を信じる。 

③温かな雰囲気・安心感・包容力を持って，子供と関わっていく。   

２．向上心 

①常に向上心を持って，研鑽に努め，自身の指導力を磨いていく。 

②子供の模範として，共に学び，共に成長していく。 

③新しい教育技術を学び，指導力の向上につなげていく。 

 ３．創造性 

①業務が効果的，価値的になるよう，創造力を発揮し，改善すること

で、働き方改革にもつなげていく。  

②子供の学ぶ意欲を高めるために，創造性を発揮していく。  

③創造性のある教育活動のため，自身のアイデアを積極的に発信

していく。 

 

４．協働性 

①教職員の共通理解を図りながら，教育活動を進める。 

②必要に応じて支援し合い，課題解決を進めていく。 

③教職員同士で互いの授業力・指導力を磨き合う。 

④教職員全体で子供の気持ちを最優先に考えた対応を図る。 

 

【学
校
課
題
解
決
に
向
け
た
教
職
員
の
姿
】 

【子供支援部の重点目標】  □個別の教育支援計画に基づいた実態把握及び合理的配慮・具体的支援の推進を図る。（支援） 

□校内のおけるインクルーシブ教育への理解と体制の構築・運用の具現化を図る。（構築・運用） 

□相談支援体制の充実と外部支援の活用による校内支援の充実を図る。（充実） 

 


